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1． 「みんないきもの大作戦！プレ作戦会議」（10/20 開催） 

〔日時〕平成 24 年 10 月 20 日（土） 13:30～16:30 （受付は 13:00～13:30） 

〔場所〕港区立エコプラザ 

〔当日参加人数〕8名 

〔ねらい〕 

「港区生物多様性地域戦略」に関心を持ってもらい、継続的・主体的に関わってくれそうな区民を 

発掘する 

〔参加者のゴール〕 

11 月 10 日のシンポジウムや、今後の「いきもの作戦会議」に参加してみよう、という気持ちになっ

ている 

〔スタッフ〕 

港区：高橋係長、遠藤主事 

(株)環境指標生物：武田、中村、川口、桑原、阿子島 

(有)ビーネイチャー：徳田（ファシリテーター） 

NPO 法人地域自然情報ネットワーク：梶並 

 

〔実施内容〕 

実施 

時間 
内容 詳細 

13:30 開会あいさつ  

13:35 主催者より趣旨説明  

13:40 チェックイン お名前、活動、今日の期待など記入。 

13:55 アイスブレイク 「港区のいきもの」に関するクイズ実施。 

14:10 「生物多様性」を語ろう  

15:00 休憩  

15:10 
「作戦会議」の今後を語ろ

う 

今後、区民会議を開いていくにあたって、どんな内容で、

どんな進め方ができたらいい？等、これからについての

話合いを実施。 

16:00 キーワードを取り出そう 
「今日の私のキーワード」（感想、印象に残った言葉な

ど）を A4白紙に記入。 

16:05 チェックアウト お名前、感想、今日の私のキーワードなど記入。 

16:15 閉会あいさつ シンポジウムの案内も実施。 

16:20 アンケートのお願い アンケート配布。 

参考資料３ 意見交換会の結果 
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〔当日の様子〕 

事前申込者は少なかった

ものの、途中参加等を含め、

合計 8名の参加者が集まり

ました。これに、港区職員

や受託者スタッフが入り、

15 名程度の輪でワークシ

ョップを行いました。 

「港区の生きものパネル

展」を横に見ながら、丸太

の椅子で輪になり、アット

ホームな雰囲気で始まりま

した。 

自主的に勉強会を開いている人や、会社や団体で活動をしている人のほか、エコプラザで受付をして

いるシルバー人材センターの方や、観察会等に参加している区民等も参加されました。 

 

第 1 部「生物多様性」を語ろう！では、参加者の生物多様性の認識を確認・共有することを目的とし

ました。生物多様性の意味や認識について考えたり話し合ったりした結果、生物多様性は、「つながり」

や「個性」などといったキーワードで表現されることや、広い意味での「自然」として言い換えること

も可能である、等の意見が出てきました。 

また、第一次産業と生物多様性とのつながりが深いこと、エコロジーとエコノミーが対立するか？環

境にもよく、経済合理性もある！というのも可能ではといった意見もありました。 

生物多様性を保全するための行動として、「移動は自転車で」、「「何を食べるか」を意識する」、「合成

洗剤をつかわない」、「ゴキブリ駆除をアシダカグモで」等の意見がありました。 

とくに、ゴキブリ駆除の方法に関しては、個人の価値観、好みが大きく影響すること、生物多様性を

保全するにあたって、価値観の違いは、様々な場面で大きく影響する可能性があることを共有しました。 

 

第 2 部「作戦会議」の今後を語ろう！では、今後、「作戦会議」を進めていくうえで、参加しやすいや

り方を検討するために、意見交換を行いました。 

参加者が少数であったことから、「生物多様性」という言葉が人をひきつけないのではないか」、「雰囲

気を知ってもらうために、作戦会議の様子を公開するといいのではないか」等の声がありました。また、

室内でただ話合いをするのではなく、野外観察や見学をしたあとに話し合うことが有効ではないか、と

の意見がありました。 

テーマとしては、「港区で地産地消を考える」、「食べ物」、「農業」などは楽しくとっつきやすいとの声

がありました。また、子ども対象ではどんぐり等を題材とするとわかりやすいとの意見がありました。 

 

最後に、話合いを通じて印象に残った言葉や感想等を、ひとりずつ紙に書いて発表し、共有しました。 

「運河で泳ぎたい」、「価値観のちがい」、「つながり」等が印象的でした。また、感想としては、「いろ

んな方のつながりができてよかった」、「いろんなアイデアを持っている方とお話しできて楽しかった」

等の声がありました。 

「外来種は本当に悪いのか？」などの具体的な課題を指摘した参加者がいた一方で、「何を書いていい

かわからなかった」という方もいました。今回の参加者は、生物多様性に関する理解や認識、捉え方も

様々でした。 

 

参加者からは、楽しかった、今後も継続して参加したいといった声が聞かれ、生物多様性地域戦略に

感心を持ってもらうとともに、今後のシンポジウムや作戦会議などへの参加を促すための良い布石にな

りました。 

※意見の詳細は、17～19ページを参照してください。 

  

全員で輪になっての意見交換 印象に残った言葉、感想を共有 
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〔プレ作戦会議 アンケート結果〕 
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【感想・ご意見】（原文のまま） 

・区民の参加にはわかりやすく、簡易な型での参画から。 

・とても楽しかったです！今後ともよろしくお願いします！ 

・また参加します。 
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2． 「みんないきもの大作戦！キックオフイベント」（11/10 開催） 

〔日時〕平成 24 年 11 月 10 日（土） 13:30～16:30 （受付は 13:00～13:30） 

〔場所〕港区立エコプラザ 

〔当日参加人数〕29 名 うち在住 12 名、在勤 8名、区外 9名 

〔回収物〕 

受付票回収枚数 23 枚 

アンケート回収枚数 22 枚 

MY 行動宣言回収枚数 19 枚 

〔ねらい〕 

「港区生物多様性地域戦略」の実施を周知し、区民等の参加者が主体的に関わるきっかけをつくること。 

〔具体的な目標〕 

① 港区生物多様性地域戦略とは何か、みんないきもの大作戦とは何かを理解できる 

② 生物多様性とは何かを、なんとなく理解できる 

③ 生物多様性という概念は、港区において身近な存在であることに気がつく 

④ 港区生物多様性推進委員会の委員募集のお知らせを行う 

〔話題提供者〕 

中村俊彦先生（港区生物多様性推進委員会副委員長・千葉県立中央博物館）、 

矢野亮先生（国立科学博物館附属自然教育園名誉研究員）、河野博先生（東京海洋大学教授）、 

山田順之氏（鹿島建設株式会社） 

〔ご協力いただいた推進委員〕 

本田裕子先生（高崎経済大学助手） 

〔ご協力いただいた専門家〕 

川廷昌弘氏（株式会社博報堂）、草刈秀紀氏（ＷＷＦジャパン） 

〔スタッフ〕 

港区：益口部長、亀田課長、高橋係長、遠藤主事、吉田主事 

(株)環境指標生物：武田、中村、川口、桑原、阿子島、高木 

(有)ビーネイチャー：鈴木、徳田、森、小川（ファシリテーター） 

NPO 法人地域自然情報ネットワーク：梶並、井本 
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〔実施内容〕 

実施 

時間 
内容 詳細 

13:00 開場・受付 資料配布。 

13:30 副区長挨拶 
 

13:35 
キックオフイベントの趣

旨説明 

みんないきもの大作戦！とは、地域戦略の必要性、イベント

の目的などの説明。 

13:40 
第 1 部 

シンポジウム 

ミニ講演 

矢野先生：「港区の自然と生きもの」 

河野先生：「江戸前の海とお付き合いする方法」 

山田氏：「ミツバチとヤギの視点で考える都市の生物多様性」 

中村先生：「生物多様性とわたしたちのくらし」 

14:55 
第 2 部の説明・ 

専門家の先生の自己紹介 
本田氏、川廷氏、草刈氏、武田氏の自己紹介。 

15:05 休憩 
となりの部屋に移動。 

一部アンケート等回収。 

15:20 

第 2 部 

いきもの作戦会議キック

オフ！ 

4 グループに分かれて、グループごとにディスカッション。 

前半は、第１部を聴いて感じたこと・考えたことの共有。 

後半は「港区の理想の将来をつくるために、あなたならどう

関わっていきたいですか？」をテーマに対話。 

16:10 共有 中村先生からのコメント。 

16:20 
お知らせ 

区民委員募集、次回の開催、アンケート等のお願いについて

お知らせ。 

閉会の言葉 
 

16:30 終了 アンケート等回収。 

 

 

〔当日の様子〕 

参加者は、自主的に勉強会を開いている人や、会社や団体で活動

をしている人、生きもの好きの人など多彩な顔ぶれでした。年齢層

は 20歳以上の大人が中心でしたが、親子連れ（小学 4年生）の参加

者もいました。また、在住者や在勤者だけでなく、生物多様性に関

心の高い区外から参加者も多くみられました。 

開始前には、「港区の生きものパネル展」を横に見ながら談笑する

など、にぎやかな雰囲気でした。 

内藤副区長の挨拶を皮切りに、イベントは始まりました。 

 

 

第 1 部 シンポジウム 

 

第 1 部では、矢野先生、河野

先生、山田氏及び中村先生の 4

人の方の講演がありました。 

自然教育園名誉研究員の矢野

先生は、長年にわたって研究さ

れているカワセミの繁殖生態に

ついてお話しされました。臨場

感あふれる写真と、ご自身の体

 
副区長の挨拶でイベント開始 

  
矢野先生によるカワセミのお話 中村先生による「生物多様性と私たちのく

らし」についてのお話 
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験談も交えたお話に、参加者一同釘付けとなっていました。 

東京海洋大学教授の河野先生は、私たちが江戸前の海とどのように関わっていけばよいかということ

を、大学で研究されている東京湾の魚類と、現在取り組まれている江戸前 ESD の活動を例にあげてお話

しされました。ユーモアあふれる解説ぶりに会場の笑いを誘うともに、とかく忘れがちとなる海との関

わり方について多くのヒントを与えて下さいました。 

鹿島建設株式会社の山田氏は、都市と生物多様性というテーマについて、ヤギやミツバチといった生

物を利用した取組を例に説明されました。都市生活者である港区民にとって重要なテーマとなる都市と

自然との関わり方を、短い時間の中でわかりやすく解説して下さいました。 

千葉県立中央博物館の中村先生は、「生物多様性と私たちのくらし」というテーマで、生物多様性の現

状、重要性、課題や戦略を進めていく上での論点をわかりやすく解説して下さいました。特に、自然と

の触れ合いが、子どもの感性の成長に重要な役割を果たしているというお話は、都市に生活する港区民

にとって大きな問題と言えます。 

短い時間ながらも内容の濃い講演に、参加された皆さんが熱心に耳を傾けて聞いている姿が印象的で

した。第 2部のいきもの作戦会議に臨むにあたって、効果的な情報提供の場となりました。 

 

第 2 部 いきもの作戦会議キックオフ！ 

 

第 2 部では、生物多様性という

概念の理解を深め、また港区の生

物多様性地域戦略の作成にあたり、

有意義な意見を得るため、赤チー

ム、青チーム、黄色チーム、緑チ

ームの４グループに分かれて、次

のテーマで話合いを行いました。 

 

 

 

①第 1部を聞いて、どんなことを感じ、考えましたか？ 

②港区の理想の未来をつくるため、どう関わっていきたいですか？ 

なお、各グループにはファシリテーター（進行役）を配置し、活発な意見交換を促進しました。グル

ープによっては、ファシリテーターの判断で、テーマを噛み砕いて設定しました。 

 

※意見の詳細は、20～23ページを参照してください。 

 

 

話し合いの最後に、各グループを代表して、専門家からグル

ープで出た意見を発表していただきました。意見は様々で、チ

ームそれぞれのカラーの出た、文字通り多様性に富んだ内容で

した。なかでも小学 4年生（最年少参加者）から出た意見が、

生物多様性問題の根幹をつくもので、多くの参加者が感銘を受

けた様子でした。イベントの最後には、中村先生から全体を総

括したコメントをいただき、今回出た様々な意見について共有

しました。 

 

参加者からは、戦略への積極的な参加を望む声や、身近な自

然に興味を示すことができたといった意見が聞かれ、生物多様

性に対する興味や関心を引き出し、生物多様性について考える

有意義な場となりました。 

 

  
グループごとに分かれて話し合い 各グループで出た意見を発表 

 

中村先生による総括コメント 
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〔キックオフイベント アンケート結果〕 

回答者の属性 
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参加者数 29 人 

回答者数 22 人 

回収率 75.9  ％ 
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【感想・ご意見】（原文のまま） 

・ 外来種とのかかわり 

・ 「外来性」という言葉がわかりずらい。生活（便利さ）と自然が相反するのをどのようにバランスを

とって行くか。 

・ 生きものの知識を得る事は、楽しいです。この様なイベントが、子供たちにも聞かせてあげたいと思

いました。 

・ わかりやすく、ユーモアのあるお話でした。楽しかったです。 

・ このようなイベントに参加/活動する人が増えていくような地道なとりくみが必要。環境対経済でな

く、それらが共存した戦略が港区に実現できれば、日本や世界に誇れるでしょう。 

・ 広く公開されたイベントは非常に重要だと思います。 

・ 単純に面白かったので、また参加したいです。 

・ 大勢の方から身近なところから活発な意見が出ていて感心した。 

・ 世界に誇れる戦略を期待しています。 

・ 生物多様性に関するこのような普及・啓発イベントはとても意義があると感じた。講演の時間が短い

と感じた（1名 1名の方の）。 

・ 今日は、楽しすぎる時間でした。1部は、聞く事ができませんでした。ごめんなさい。先生方今日は

どうも Thank you very much Teacher. 

・ 本日は、途中からの参加となり、申しわけございませんでした。と共に先生方のお話を聞けずに非常

に残念でございます。申しわけございません。次回は楽しみにしております。 

・ こういうすばらしいイベントをやっていることをもっともっと PR して下さい。 

・ みなさんのいろいろな考えを聞けて楽しかったです。区民の方の力を借りて良い戦略ができそうだな

と感じました。 

・ 生物多様性関連のイベントを増やして欲しい。 
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3． 「生物多様性勉強会」（12/7 開催） 

〔会の位置づけ〕中村副委員長による呼びかけにより行われた自主活動 

〔日時〕平成 24 年 12 月 7 日（金） 18:30～20:30  

〔場所〕港区役所（港区芝公園 1-5-25）9 階 914・915 会議室 

〔参加人数〕18 名 うち在住 3名、在勤 5名、区外 7名、不明 1名、推進委員 2名 

〔ねらい〕 

港区の生物多様性戦略をみんなで考え行動するため、生物多様性についての正しい知識を持ってもら

い、参加者同士がつながり、活発な対話やネットワークが生まれること。 

〔話題提供者〕 

中村俊彦先生（港区生物多様性推進委員会副委員長・千葉県立中央博物館） 

〔ご参加いただいた推進委員〕 

村上暁信先生（筑波大学）、山田順之氏（鹿島建設株式会社） 

〔ご参加いただいた専門家〕 

川廷昌弘氏（株式会社博報堂） 

〔スタッフ〕 

港区：高橋係長、吉田主事 

(株)環境指標生物：武田、中村、桑原、阿子島 

(有)ビーネイチャー：鈴木 

NPO 法人地域自然情報ネットワーク：梶並、井本 

 

 

〔実施内容〕 

実施 

時間 
内容 詳細 

18:30 開会あいさつ、趣旨説明等 高橋係長 

18:35 第一部 話題提供 
「子どもの成長と自然欠損障害」について 

（中村俊彦先生） 

19:25 質疑応答  

19:35 休憩・移動  

19:40 第二部 意見交換 

2 グループに分かれ、以下のテーマで意見交換（各

グループ 10 人程度） 

1:話題提供についての感想と自己紹介 

2:港区の生物多様性戦略で取り上げるべきこと。

子どもの視点、自然体験などについて 

20:10 発表・質疑応答 
各グループでまとめた意見の発表、質疑応答 

今後の活動についての意見交換 

20:25 今後の予定・事務連絡  

20:30 閉会  
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〔当日の様子〕 

事前申込みのあった参加者は 15 名でした。これに、区役所職員や受

託者スタッフ、港区生物多様性地域戦略推進委員会の委員などが加わ

り、28 名程度が会場に集まりました。 

参加者の内訳は表のとおりです。このうち、キックオフイベント（11

月 10 日）にも参加された方は 3名でした。 

 

第 1 部 話題提供 

 

「子どもの成長と自然欠損障害」というテーマで、身近な自然との

関わりが子どもの成長にとっていかに大切かを、科学的な根拠にもと

づいてお話しいただきました。 

 

日本の自然と日本人の心が密接に関係していること、子どもの自然

体験と健康が深く関わっていること、脳の機能と人のこころの問題が

IT 社会に関係しており、自然体験の有無にも関係していること、豊か

なこころを育むには、豊かな感性が必要で、それは豊かな体験と体感

を社会環境と自然環境で得ることが重要であるということを話されました。熱心にメモをとる参加者も

多くみられました。 

 

第 2 部 意見交換 

 

後半は、スタッフも加わって２つのグループ（青チームと赤チーム）

に分かれ、意見交換を行いました。テーマは、第 1部の内容をうけて、

その感想や自己紹介、港区の生物多様性地域戦略で取り上げるべきこ

と、子どもの視点、自然体験についてです。 

自然体験と子どもの成長の関係性について肯定的な意見・感想が大

半でした。 

今の子ども達に自然を残しておくことができなかったのは、大人の

責任であると感じている方も複数人いました。なお、「障害」という表

現は差別的な要素を含むので注意が必要だといった意見もありました。 

現在の公園に対する問題提起も多く聞かれました。大人にとってよ

くても子どもにとってはよくない公園がありえるため、本当に良い公

園を検討すべきといった意見や、子どもが自己責任で遊べる常設のプ

レイパーク等を求める声など、具体的な意見も出ていました。 

また、今後の取り組みを考えるなかで必要なのは、自然体験に対し

ての認識を変えてもらうということでした。大人の意識が変わること

で子どもが変わり、公園が変わるといった議論が交わされました。 

さらに、港区の生物多様性地域戦略の策定については、「地域の評価

を地図で見ることができるポテンシャルマップをつくり、様々な視点

（生物・人材・歴史・地勢）を入れて考えていく」といった戦略作り

の参考になる意見もありました。 

 

意見交換は赤チーム、青チームで話題は多岐に渡りましたが、子どもが自然の中で遊べる環境を日常

的に取り入れることが重要であるとの認識は共通した話題でした。 

 

 この勉強会は、活発な意見交換を通じて、身近な自然の大切さや、子どもの自然との関わりについて

見直すきっかけとなったと言えます。また、港区の将来像やアクションプランを検討するうえでも、貴

重な意見を得ることができました。    ※意見の詳細は、24～26ページを参照してください。 

 

中村先生による話題提供 

 

区分 人数 

港区在住 3 

港区在勤 4 

区外 8 

計 15 
 

 

意見交換会の様子 

 

まとめの様子 
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4． 「あつまれ事業者！港区の生物多様性フォーラム」（1/25 開催） 

〔会の位置づけ〕みんないきもの大作戦！の一貫としての港区の事業者による自主活動 

〔日時〕2013 年 1月 25 日（金） 13:00～17:30  

〔場所〕港区立エコプラザ 

〔参加人数〕 82 名 うち在住 5名、在勤 33 名、区外 41 名、推進委員 3名 

〔ねらい〕 

生物多様性に関する港区の事業者による情報交換やできることを話し合うこと。 

また、港区の事業者による生物多様性宣言を行うこと。 

〔配付資料〕 

 プログラム、MY行動宣言 

〔ご参加いただいた推進委員〕（実行委員会のメンバーを除く） 

村上暁信先生（筑波大学）、草刈秀紀委員（WWF ジャパン）、桝中多賀子委員 

〔港区〕 

亀田課長、高橋係長、遠藤主事、吉田主事 

〔スタッフ〕 

実行委員会：川廷昌弘委員（博報堂）、峰﨑善次委員（森ビル）、山田順之委員（鹿島建設）、唐澤由

紀子（東芝）、宮本育昌（Cepa Japan）、薗巳晴（ノルド社会環境研究所：区外事業者） 

Skype 中継技術担当：小泉学（横浜コミュニティデザイン・ラボ） 

Ustream 中継技術担当：西村豊 

事務局：武田、中村、川口、桑原、阿子島（環境指標生物） 

梶並、井本（地域自然情報ネットワーク） 
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〔実施内容〕 

実施時間 内容 詳細 

12:30 受付開始 進行  文化放送 石川アナウンサー 

13:00 来賓ご挨拶 
環境省 生物多様性施策推進室 常冨室長補佐 

港区 環境リサイクル支援部 環境課 亀田課長 

13:10 基調講演 「港区の地形と自然」東京スリバチ学会 副会長 石川初 

13:35 スペシャルインタビュー 
「自然崇拝と神社」赤坂氷川神社 宮司 恵川義昭 

Skype 中継 

14:00 事例発表 

●「土地の記憶プロジェクト」 

青山商店会連合会（青山一・二丁目商栄会） 市川博一 

Skype 中継 

●「気候変動への対応と環境保全 活動『NEC ネイチャークエ

スト in 芝公園』」 

日本電気株式会社 CSR・環境推進本部 佐久間玲子 

●「東芝府中事業所における生物多様性保全への取り組み」 

株式会社東芝 社会インフラシステム社 環境担当 唐澤由

紀子 

●「お客さまへのおもてなしの心を屋上庭園で」 

株式会社日比谷アメニス ソリュ－ション営業部 水野妙子 

――――――――――― 

～お台場からの Skype 中継～ 

解説 東京海洋大学 河野博 

――――――――――― 

●「小鳥のオアシス都市に浮かぶ-oak omotesando-屋上緑化

で JHEP 認証」 

株式会社大林組 技術本部技術研究所 環境技術研究部課長 

杉本英夫 

●「小さな印刷会社にできる生物多様性活動」 

カワセ印刷株式会社 代表取締役社長 川瀬健二 

●「港区の地形特性と森ビルの街づくり」 

森ビル株式会社 環境推進室室長 峰﨑善次 

Skype 中継 

15:40 休憩  

15:55 
グループ 

ディスカッション 

グループごとに意見交換 

 都市づくりグループ 16 名 

   進行：森ビル 峰﨑さん 

 ビオトープグループ 14 名 

   進行：東芝 唐澤さん 

 サプライチェーングループ 11 名 

   進行：鹿島建設 山田さん 

 くらしと自然グループ 13 名 

   進行：富士ゼロックス 宮本さん 

17:00 グループ発表  

17:10 
港区の事業者による 

生物多様性宣言 

小船井龍彦さん（明治学院大学）、川瀬さん（カワセ印刷株式

会社）から亀田環境課長に、パネルを授与 

17:20 フォトセッション  

17:25 閉会挨拶 みなと環境にやさしい事業者会議 嵯峨さん 

17:30 終了  
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〔当日の様子〕 

事前申込みのあった参加者は 61名でした。これに、当日参加の方、

区役所職員や受託者スタッフ、港区生物多様性地域戦略推進委員会の

委員などが加わり、参加者は 100名を越えました。 

参加者の内訳は表のとおりです。 

 

■基調講演 

「港区の地形と自然」というテーマで、東京スリバチ学会の副会長、 

石川初さんにご講演いただきました。地形とは何かといことを、港区

の多様な地形を題材に、わかりやすく説明して頂きました。下水管の

配管が地形と関連していること、最後には洋式便器を「理性のインフ

ラ」として示されるなど、ユーモアに富んだお話は、参加者を惹きつ

けました。 

 

■スペシャルインタビュー 

「自然崇拝と神社」というテーマで、赤坂氷川神社の恵川義昭宮司

に登壇して頂きました。司会の石川アナウンサーの質問にお答えいた

だく形でインタビューは始まり、生物と崇拝の関係についてお話し頂

きました。予定時間を超過するほど充実したインタビューでした。イ

ンタビューの中ほどからは、実行委員会のメンバーが現場から Skype

による実況中継を行い、赤坂氷川神社の大イチョウをはじめとしたゆ

かりある樹木を紹介して頂きました。 

 

■事例発表 

７事業者が登壇し、それぞれの活動について、Skype による活動現

場の実況中継を交え、報告がありました。前半は、地域の生物多様性

保全について、青山商店会連合会（青山一・二丁目商栄会）、NEC と東

芝から、自社の活動についての報告がありました。4 社目は日比谷ア

メニスで、デパートがお客様へのおもてなしとして整備した屋上緑化

についての報告がありました。ここで、お台場からの Skype 中継を行

いましたが、参加者として来られていた戦略推進委員の河野教授（東

京海洋大学）に登壇をお願いし、お台場を始めとした東京湾の環境に

ついて解説して頂きました。突然のお願いにも関わらず、河野教授は

快く登壇を引き受けて下さいました。 

その後、大林組が JHEP 認証、カワセ印刷の原料の調達をテーマとし

た報告と続き、最後は森ビルから、地形を生かした街づくりについて

の報告がありました。 

1 時間 40分にわたる長時間の事例報告でしたが、用意したイスが足

りなくなるほどの盛況で、港区の事業者の有意義な情報交換の場になりました。 

 

区分 人数 

港区在勤 33 

港区在住  5 

区外 41 

計 79 
 

 

基調講演 

 

スペシャルインタビュー 

 

事例発表 
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■グループディスカッション 

第 1 部の事例報告を受けて、後半は、登壇者、実行委員会のメンバーも加わって、4 つのテーマでグ

ループに分かれて、意見交換を行いました。テーマは「都市づくり」、「ビオトープ」、「サプライチェー

ン」、「くらしと自然」です。 

都市づくりグループでは、「このグループに参加した理由と、グルー

プテーマの中で気になっていること」、「都市づくりと生物多様性」の

2つのテーマでディスカッションを行い、最後に、「自然の高いポテン

シャルを活かして緑視率世界一、生活とビジネスの調和した街をめざ

そう」という提言にまとまりました。 

ビオトープグループでは、「まずは生物多様性とは？」、「どういった

ビオトープを作っていきたいか。どのような課題があるか」、の 2つの

テーマでディスカッションを行い、最後に、「ビオトープネットワーク

で土地の記憶を未来の子ども達につなげよう」という提言にまとまり

ました。 

サプライチェーングループでは、言葉のなじみが薄く、4 つのテー

マのなかで最もわかりにくいとされていたテーマであるにもかかわら

ず、区内在勤者や区内在住者、区役所職員、認証制度に携わる方など、

多様なメンバーに恵まれ、「生物多様性を保全し、持続可能な利用を行

うためのサプライチェーン」について、多くの意見・アイデアが出ま

した。とくに「情報共有」、「勉強する機会を作るべき」といった意見

を踏まえて、「企業、行政、区民が、情報共有を行い、港区版サプライチェーンの仕組みを作ろう」とい

う提言にまとまりました。 

くらしと自然グループでは、「今日の話を聞いて、暮らしと自然というキーワードで印象に残ったこと」、

「自然とは、何を指しているのか？」、「港区で残したい自然とは何か？（⇔身近な自然）」、「都市型自然

も残したい。これから発展させていく自然」、の 4つのテーマでディスカッションを行い、「港区に残さ

れた自然 新たにつくられた自然の命の輝きを再発見し、伝えていこう」という提言にまとまりました。 

 

※意見の詳細は、27～31ページを参照してください。 

 

■港区の事業者による生物多様性宣言～フォトセッション 

グループディスカッションの結果を、各グループの進行が短文にま

とめ、「港区の事業者による生物多様性宣言」として、パネルにおさめ

ました。これを事業者の代表が、港区の亀田環境課長に授与し、司会

者、登壇事業者と亀田環境課長が集まり、フォトセッションを行いま

した。 

その後、みなと環境にやさしい事業者会議の嵯峨氏から、閉会挨拶

がありました。その中で、今回のイベントのキャッチコピー「生物多

様性が港区のためにできること、あります」の奥深さについて言及し

て頂き、イベントの裏方を務めた実行委員会（有志で集まった港区の

事業者）メンバーの共感を得ていました。 

最後に、「港区の事業者による生物多様性宣言」のパネル、森ビルが

用意して下さった港区の地形のモデルを中心に、残っていた方全員で

集合写真を撮影しました。 

イベント後半は異様な盛り上がりがあり、港区の事業者の意識の高

さが活かされ、その実行力が発揮されたイベントでした。 

 

 今回の事業者による自主活動により、事業者間のさまざまな情報交

換の場になったとともに、事業者による生物多様性宣言が行われるな

ど、戦略を検討するうえで、大きな成果をあげることができました。 

 

グループディスカッション 

 

グループディスカッション 

 

フォトセッション 

 

イベントの最後に撮影した集合写真 
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5． 「みんないきもの大作戦！第２回いきもの作戦会議」（2/3 開催） 

〔日時〕平成 24 年 2 月 3日（日） 13:30～16:30 （受付は 13:00～13:30） 

〔場所〕港区立エコプラザ 

〔参加人数〕21 名 うち在住 7名、在勤 2名、区外 8名、推進委員 3名 

〔回収物〕 

受付票回収枚数 21 枚 

アンケート回収枚数 15 枚 

〔ねらい〕 

区民をはじめとしたさまざまな主体と、「港区生物多様性地域戦略」に関する課題・目標・行動計画に

関連する意見交換を行うこと 

〔話題提供者〕 

木上正士さん（（社）大日本水産会 マリンエコラベル事務局） 

高橋京子さん（NPO 法人 NAFA 子育て環境支援センター専務理事） 

徳倉康之さん（NPO 法人ファザーリング・ジャパン事務局長） 

〔ご協力いただいた推進委員〕 

川廷昌弘氏（株式会社博報堂）、草刈秀紀氏（ＷＷＦジャパン）、峰﨑善次氏（森ビル）平川幸子氏、

桝中多賀子氏、中村俊彦先生 

〔スタッフ〕 

港区：亀田課長、高橋係長、遠藤主事、吉田主事 

(株)環境指標生物：武田、中村、桑原、阿子島、 

(有)ビーネイチャー：鈴木、徳田、田頭、野口、飯島 

NPO 法人地域自然情報ネットワーク：梶並、井本 

 

〔実施内容〕 

実施 

時間 
内容 詳細 

13:00 開場・受付 資料配布等 

13:30 開会のご挨拶 環境課長 

13:40 イベントの趣旨説明 
みんないきもの大作戦！とは、地域戦略の必要性、イベント

の目的などの説明等 

13:45 
第１部 

話題提供 

木上正士さん：「食」 

高橋京子さん：「子ども・子育て」 

徳倉康之さん：「働きかた」 

14:30 第２部の説明 
 

14:35 休憩 となりの部屋に移動。 

14:45 

第２部 

テーマ別 

「いきもの作戦会議」 

「食」、「子ども・子育て」、「働きかた」の 3グループに分か

れて、グループごとにディスカッション。 

前半は、第１部を聴いて感じたこと・考えたことの共有。 

後半は「10 年後、港区がどうなっているとうれしいか・そ

のために、私たちは何ができそうか」と「10 年後に伝えた

いメッセージは？」をテーマに対話。 

16:00 まとめ・共有 コーディネーターの川廷委員と中村委員からコメント 

16:25 
お知らせ 次回の開催、アンケート等のお願いについてお知らせ。 

閉会の言葉 
 

16:30 終了 アンケート等回収。 
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〔当日の様子〕 

参加者は、環境課のイベントに参加経験のある方や、港区の企業に勤め

ている方、また、在住者や在勤者だけでなく、生物多様性に関心の高い区

外からの参加者も多くみられました。参加者の内訳は表のとおりです。 

 

第一部 話題提供 

 

第一部では、「食」、「子ども・子育て」、「働きかた」の 3つのテーマから

話題提供していただきました。 

（社）大日本水産会 マリンエコラベル事務局の木上正士さんには、「食」

をテーマに、「地域社会と生物多様性について食（魚）を通じて考えよう！」

というお話をしていいただきました。江戸前の生物多様性が産んだ 5大食

文化（握り寿司や天ぷらなど）のお話には、江戸時代の人と自然のかかわ

りかたを再確認させられました。また、愛知目標の一つにもなっている「持

続的な漁業と生物多様性の両立」について、マリンエコラベルジャパンの

取り組みをご紹介いただきました。 

続いて、NPO 法人 NAFA 子育て環境支援センター専務理事の高橋京子さん

には、「子ども・子育て」をテーマに、自然と子どもをつなぐためにはどう

したらよいか、といった視点でお話いただきました。子どもたちと自然を

つなぐには、先ずは指導者自身が楽しむこと、そして子どもたちの興味関

心を大切にすること、子どもの発見や感動を共有できる大人になること、

リスクマネージメントは現場から学ぶことなど、沢山のヒントをいただきました。また、「葉っぱジャン

ケン」など簡単にできる自然あそびも披露していただきました。 

最後に、NPO 法人ファザーリング・ジャパン事務局長の徳倉康之さんには「働きかた」をテーマに、

育児する父親のワークライフバランスについてお話しいただきました。「夫婦で仕事と家庭の両立時代」

がやってきており、父親が育児することによって出生率が上がり、女性の社会進出も増えるとのことで

す。そこで、ワークライフマネジメントが必要になるということです。父親が変わると家庭・地域・企

業そして社会がかわるということでした。 

 

第二部 いきもの作戦会議 

 

第二部が始まる前に、私たちのくらしと生物多様性という概念がどの

ように繋がるのかというお話を、当イベントのコーディネーター川廷委

員による説明がありました。 

「私たちのくらしと生物多様性とのつながりを想像することが重要

なのです。こういった想像力をもって、この港区の生物多様性地域戦略

を作っていくことが、港区の生活基本法のようなものを作っていくこと

になるのではないでしょうか。」このように、意見交換のためのヒント

が投げかけられ、作戦会議がスタートしました。 

 

テーマは以下の３つです。 

①このテーマを選んだ理由と第 1部の感想 

②10年後、「港区×テーマ」がどうなっていたら嬉しいか、そのために私たちは何ができそうか 

③10年後に伝えたいメッセージは？ 

区分 人数 

港区在勤 5 

港区在住 7 

区外 10 

計 22 
 

 

話題提供の様子 

 

話題提供の様子 

 
川廷委員の「つなぎ」 
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■グループ別のメッセージ 

チーム メッセージ 

食 
「自慢の出来る made in 港区の食品がいっぱいある」 

「子ども頃から「どこから食べ物がきているか」が分かる。（生産者の顔がみえる）」 

子ども・子育て 

「こんな場で、伝承、教育をできたらいいな～」 

生命(いのち)にふれる場 ビオトープではなく、オールラウンドな場 

「里山里海」 子供たちが自分の好奇心で自由にできる 保育園・幼稚園の充実 

いろんな世代がまざる リスクにもふれる 子供が子供らしく助け合う 

働きかた 
「思いやり」「想像力」「多様な価値観の認め合い」 

これらのキーワードまで揃ったが、メッセージにまとめられずに時間切れとなりました。 

 

 

話し合いの最後に、各グループ発表を行いましたが、「働きかた」

グループは、メッセージをまとめるまでに至らず、時間切れとなっ

てしまいましたが、活発な意見交換がされていました。 

最後に、中村副委員長と川廷委員から全体を総括したコメントを

いただき、生物多様性とくらしとの繋がりの大切さを再確認しまし

た。ひとりひとりが生物多様性を「自分ごと化」（自分に関係のある

こととして認識すること）できるよう、今後の大きなヒントになる

イベントでした。 

 

今回は、「食」、「子ども・子育て」グループより 10年後の目標イ

メージを得ることができました。「働きかた」では、「思いやり」などの生物多様性を考えるうえでも大

切なキーワードを得ることができ、課題や行動計画に関わる意見も得ることができ、有意義な意見交換

の場となりました。 

 

※意見の詳細は、32～35ページを参照してください。 

 

〔キックオフイベント アンケート結果〕 
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参加者数 22 人 

回答者数 15 人 

回収率 68.2  ％ 
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【感想・ご意見】（原文のまま） 

・ 生物多様性のイベントを子育てイベントや食育イベントなどでも広報して頂きたい。  

・ 多様な話ができて有意義でした。         

・ 大都会の港区でどのような地域戦略ができるのか期待しています。      

・ プレ一回は他の予定で参加できませんでした。6/8 も用事で参加できません 自主勉強会 自主会の開催を 

 

 

中村先生による総括コメント 



















 

 

 

  
 

 

 

 

 



  
 
  

 

 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

  





登壇者：唐澤さん・佐久間さん・市川さん　　参加者：13名
















